
小友ビル

花巻みち活

ココ・タベル・ラパン

花巻温泉

駅西ロータリー中央広場
なはんプラザ

花巻駅
ホテル
グランシェール花巻

朝日橋

花巻城址

まきまき花巻編集部 市内事業者 リノベまちづくりを担当

マルカン大食堂

長年愛された食堂が復活！

川歩きで撮った

写真で冊子をつくろう

はなまきシェルフで

まちの今を知ろう！

市民ライターの編集会議や、

同じ興味を持つ人で部活動が

できたら楽しそう！

上町から駅前まで、

活動の場が広がってほしい。

花巻市民は祭り好きが多く、

直接のコミュニケーション

を大切にしていきたい。

Lit Work Place

文化会館

るんびにい美術館

奥羽山脈高村光太郎記念館

上町商店街

豊沢川

三の丸公園

北上川

大堰川
プロムナード

イーハトーブ館

宮沢賢治記念館

花巻市博物館

新作クラフトビール

のラベルの絵を

はなまきシェルフで募集しよう

プラット広場

カゲツ
ドアーズ

ゲストハウス
Meinn

発信
活用

広がる

つながる

展示
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はなまきシェルフ

出会う

やってみる

まちへ

活動の連携

広域に発信

情報の編集

情報の
蓄積

棚田マラソン

農業体験

南部杜氏エーデルワイン

まちづくり
勉強会

まきまき花巻
編集会議

花巻まつり

まきまき花巻

地域情報

暮らしの
最新情報 子育て情報

口コミ

学校帰りの
電車待ち

早池峰神楽

活動発表会

ビジネス
相談

花巻まつりの
山車づくり

宮沢賢治関連資料

まちなか探検

花巻みち活

空き店舗の活用

中央広場で
イベント

博物館・資料館

えふえむ花巻

成島和紙
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はなまきシェルフ

イベントの実施

お気に入り
スポット

まちのプラットフォーム

線路側

利用者用 EV

利用者用
階段

利用者用兼
管理用 EV

バック
ヤード

児童開架

閉架書庫

一般開架

一般開架

開架エリア
1階

開架エリア
2階

閉架エリア
3階

広場側
主出入口

主出入口

学習室

カウンター
レファレンス、
児童書架の貸出し

カウンター
総合案内、貸出し、返却

駅側の屋根高さを
おさえ圧迫感の軽減

３階に集約された閉架書庫
天井高さを抑えた児童開架

閉架書庫との連続

歩車分離をした
第２駐車場からの動線

雨天時も濡れない
駐車場・搬入口

駅・ロータリー
との連続

回遊動線

閉架書庫

児童開架

軒下駐車場
搬入口・
ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ

一般開架

花巻駅

一般開架

ｴﾝﾄﾗﾝｽ・
ﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾞ

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

南北断面イメージ

視線の抜け

B: 低書架
C: 高書架

A:はなまきシェルフ

低書架 高書架

C:準開架

東西断面イメージ

西日と騒音
の制御

D:閉架書庫

B:低書架

学習室
事務室

なはんプラザ

プラット広場

ｴﾝﾄﾗﾝｽ
広場

軒下駐車場
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閉架書庫

学校・地域書架
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高書架（準開架）

児童開架

一般開架

一般開架

高書架

ﾊ゙ ｯｸﾔー ﾄ゙

キッズ
テラス

倉庫

WC

cafe

児童 WC・
授乳室 WC

EV

ｻｰﾋﾞｽ
ｶｳﾝﾀｰ

ｻｰﾋﾞｽ
ｶｳﾝﾀｰ

EV

EV

EV

階段

EV

BM

倉庫

ﾌ゙ ｯｸﾎ゚ ｽﾄ

だれでも
駐車場

4つの地域ベース

にぎわいベース

ゆったりベース

リビングベース

まきまき花巻ベース

1,895 ㎡

7 段

7 段

4 段

4 段

3~4 段

5 段

897 ㎡

2 階平面イメージ

3 階平面イメージ

1 階平面イメージ
1,704 ㎡

南西に集約された
管理エリア

見通しのよい中央に
配置されたｻｰﾋﾞｽｶｳﾝﾀｰ

低書架 (3~4 段 )

高書架 (5~7 段 )

はなまきシェルフ
凡例

吹抜けを介し豊かな蔵書量を
感じとれる閉架書庫

図書以外の保管にも対応が
容易な中置型書架

雨雪時のイベント
にも活用可能

広場と一体的に
活用できる軒下空間

雨天時も濡れず駐車可能

歩車分離された歩行者通路

開架エリアと離れた
落ち着きのある貸し室

一般開架から離れた
賑やかに利用できるお話室

安心して子どもが遊ぶことが
できるテラス

子育てベース

キッズベース

まなびベース

駐車場側の圧迫感を
軽減する吹抜け

クラフトベース
ワーキングベース

スタディベース

広場に面したテラス
平時は階段でセキュリティを切る

日射と騒音への
ﾊﾞｯﾌｧｰとなる準開架

広場に開きなはんプラザと
一体的に活用できる

駅などの
待合場所になる

広場を眺めながら
くつろげる軒下ベンチ

電車の到着を
確認できる学習室

A 
はなまき
シェルフ

B
低書架

C
高書架
準開架

D
閉架

3 階

2 階

1 階

合計

2.85 万冊

1.95 万冊

4.8 万冊 

6.7 万冊

4.5 万冊 

11.2 万冊 

7 万冊 

7 万冊 

14 万冊

40 万冊 

40 万冊 

専門性の
高い図書

市民とつくる棚
活動成果の展示

利用頻度が
低い図書

利用頻度が
高い図書

11.2 万冊 (100%)

4.8 万冊 (100%)

14 万冊 (100%)

40 万冊 (100%)

開館時
合計28万冊

X年後
合計45万冊

50年後
合計 70万冊

9 万冊 (80%)

0 万冊 (0%)

14 万冊 (100%)

5 万冊 (12.5%)

9.8 万冊 (88%)

2 万冊 (40%)

14 万冊 (100%)

19.2 万冊 (48%)

B: 低書架

A: はなまき
     シェルフ

C: 高書架
　準開架

D: 閉架書庫

花巻市の学びと暮らしを紡ぐ「まちのプラットフォーム」
花巻市には、かつての羅須地人協会のように、誰もが自由に参加できる学びと実践の場が豊

かな文化を育んできた歴史があります。現在も、「リノベーションまちづくり」によるそれぞ

れの生業を起点にした面的なまちづくり、「まきまき花巻」での市民ライターによる発信など、

生き生きとした個々の市民活動が、まちの個性的な文化をつくるポテンシャルがあります。

そこで私たちは新しい図書館を、誰もが参加できる文化的な空間「まちのプラットフォーム」

と位置づけ、知の蓄積を活かしながら、まちの情報や活動をつないでいく場として提案します。

市民とともにつくり続ける「はなまきシェルフ」には、将来蓄積し

ていく図書とともに、市民のおすすめ本や活動の成果等、施設内外

の多様な情報が集まり、生きた情報との出会いの場をつくります。

「はなまきシェルフ」のまわりには多環境の居場所「〇〇ベース」

をつくります。一人でゆっくり過ごしたりみんなで集まって活動を

したり、本を読んだり調べ物をしたり、多様な過ごし方を支えます。

まちのプラットフォームとして、まち全体を巻き込みながら情報や活動がつながり、まちの

文化が育ち続ける起点となることを目指します。設計時から「はなまきシェルフ」づくりをきっ

かけに参加のプロセスをスタートさせ、市民が関わりながら変化し続ける流れをつくります。

①花巻市の生きた情報を共有する「はなまきシェルフ」

②市民の多様な過ごし方の拠り所となる「◯◯ベース」

③まちとつながりながら、変化し続ける場として

１階は駅や広場に開いた設えとし、利用者を

迎え入れます。駅側と第２駐車場側の２箇所

にメインエントランスを設け、アクセスしや

すい計画とし、階段と吹抜けによって立体的

に回遊することができ、様々な活動や情報と

の出会いが生まれる計画とします。

第２駐車場側は軒のあるピロティ形状とし、

雨天時の車椅子利用や搬入動線にも配慮した

計画とします。

駅や広場とつながる開かれた場づくり

気軽に入りやすい 1-2 階を利用者エリアとし、

閉架書庫等を 3 階に集約することで、利用者

にとってわかりやすく、また、少ない人員で

も運営しやすい計画とします。

使いやすく、運営しやすいフロア構成

カウンター・バックヤード・閉架は、コンパ

クトな縦動線によってつなぎ、見通しがよく

効率良い運営を可能とします。

縦のつながりの良い効率的な管理動線

開館時 28 万冊程度から将来 70 万冊に至る過

程では、(B) 低書架 (C) 高書架には、ベースと

なる NDC 分類の図書を配置し、利用頻度が

低くなった本を順次、(D) 閉架に移動します。

(A) はなまきシェルフは、開館時は何もない

状態からスタートして常に自由度の高い状態

とすることで、活動や情報が徐々に蓄積され

ていくものとします。

（A）はなまきシェルフは、市民と共につくる

本棚や活動成果の展示など、ライブな情報を

伝えます。（B）一般図書を中心とした中置書

架は低書架として視線の抜けを確保します。

（C） 線路側には高書架の準開架を配置し、専

門性の高い図書を配置します。（D）利用頻度

の低い図書を収蔵する閉架は 3 階に集約しま

す。

役割に応じた４段階の書架設定

広場側に対しては、視線の抜けをつくり、電

車の騒音や西日が厳しい線路側は、壁や高書

架で守ります。また、1-2 階の階高に抑揚を

持たせ、変化のある空間をつくります。

周辺環境への配慮と変化のある場づくり

文化の蓄積を可視化する蔵書計画



カウンターから見通しが良く、広場に開く 1F 一般開架

プラット広場

サービスカウンター

メリハリのある書架配置による一望性の高い 2F一般開架

閉架書庫

児童開架
高書架

遠景

近景

ポスター

チラシ
伝言板

掲示

見出し

道具

展示

関連本

関連本

空間

環境

サイン

サイン

映像

サイネージ

活動の成果

POP

道具

展示

手に取る

棚板

掲示面

見つける

目にする

活動に使う道具や関連本等

を乗せて移動できる

数種類のパーツの組合せで

簡単に着脱でき、多様な情

報の拠り所をつくる

多様な情報や活動を支えるシェルフとベース

距離に応じた段階的な情報の配置

メディアアタッチメント
メディアカート
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はなまきシェルフ

情
報
の
距
離
・
解
像
度

開口率を抑制しながらも、広場に開かれた東側ファサード

なはんプラザ
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多様なメディアや活動が同時に見える吹き抜けに面した 1F エントランス

はなまきシェルフを拠
り所にしながら様々な
場所に展開するカート

花巻市の 4 地域の文化や観光に
関する情報がはなまきシェルフ
を中心に展開される

4つの地域ベース

2F一般開架

はなまきシェルフ

チラシ

伝言板

道具

見出し

展示

関連本

サイン

映像

サイネージ

テーマ展示

活動の成果

POP

施設全体に情報が展開し、まちの「今」が空間として発信される
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今度のマルシェで

カートを借りよう

バスが来るまで

おしゃべりしよう

先月のクラフトイベント

の様子が ZINE になってる

おいしかったお店を

みんなにもおすすめしよう

上町商店街の空き

店舗で何ができる

か考えてみよう

来月のマルシェの

チラシをつくろう

まきまき写真部で

街歩きを企画して

みようか

早池峰山に行く

前に高山植物を

知っておこう

円万寺からの夕焼けの写真

を私も展示してみよう

もうすぐ早池峰山の登山

シーズンなんだなぁ

年間積算照度解析 (2F)

(lux)

1,500

0

制御された開口
( 開口率 20% 以下 )

開口部に直交した書架配置

個別空調

太陽光パネル設置が想定される屋根 (約 700㎡ )屋上へ容易に行ける
除雪、設備点検用階段

無落雪屋根

日射制御する庇

広場側 ( 消雪設備範囲 )
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汎用性の高い
高効率機器
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壁断熱材：ウレタンボード
32kg/ ㎥・t50mm

屋根断熱：ウレタンボード
32kg/ ㎥・t100mm

日射と騒音を制御する
壁面と小部屋など

地域県産材の積極利用

▽2階

▽１階

▽3階

一般開架

一般開架

閉架書庫

児童開架

環境断面ダイアグラム

再生エネルギー利用 
熱負荷の低減
高効率機器の採用 

A A

B

B

B

B

C

C

C

C

C
C

閉じる ( 線路側 )開く ( 広場側 )

構造ダイアグラム

サブ柱 :100x100

短辺方向耐震壁
（はなまきシェルフ）

はなまきシェルフ断面詳細

長辺方向耐震壁
（外壁面ブレース）

ブレース :25x100 鉄骨フレーム

アタッチメント
（挿し込み式）

ブレース：StFB 25x100
たわみ止め：StFB@80
木下地：t30@80

100

長辺方向
@6m

短辺
方向
@9
m

駅前広場に向かって段階的に高さを低く
することで圧迫感のない風景をつくる

雨や雪の日でもイベント
が可能なピロティ

COMZ ホールの北側を開放
した広場との一体利用

駅前から廻り込む庇が広
場を囲うことで、駅前と
広場の一体性を創出する

適度な植栽帯によって
駅前と広場の連続性を創出

広場との一体性をつくりだす建物配置と伸びやかな庇

駅舎と連続し水平に広がる低層の屋根や、ボ

リュームの分節によって、圧迫感のない伸び

やかな風景をつくります。駅側は、建物をセッ

トバックし、利用者を迎え入れます。

市民とともに情報をつくり発信する棚「はなまきシェルフ」には、高さ方向を活用して、人との距離に応じた情報を

配置します。はなまきシェルフには容易に着脱できるメディアアタッチメントによって図書や展示や活動の成果等が

取付きます。また、活動の記録や道具を乗せて移動するメディアカートは、「〇〇ベース」での活動をサポートします。

メディアカートは、まちに持ち出して、施設外に情報発信や活動の場を拡張することも可能です。

市民とともにつくり、育て続ける情報空間

伸びやかに市民を迎える低層の建物

広場を囲むように庇を架け、屋根下駐車場ま

で一体的な利用を可能とします。広場周囲に

植栽を施し緑視率をあげながら、纏まったイ

ベントスペースを確保します。

広場を囲むみんなの居場所をつくる

高い外皮性能により、空調効率の高い省エネ

な建築を実現します。CH=3.5m の 1F は天井

からの空調、CH=6.0m の 2F は床空調として

適材適所の計画とします。また、太陽光パネ

ルを設置可能な緩勾配屋根とし、省エネ基準

に併せて再エネ活用も検討します。

はなまきシェルフ・◯◯ベースを中心とした

家具や内装仕上材には、地域産木材を積極的

に採用し、地域資源と経済の持続的な循環を

生み出します。

庇の設置や開口のサイズ制御、開口と書架配

置の関係等よって図書への直射光を防止しま

す。環境シミュレーションによって、図書へ

の年間累積平均照度が 1500lux 以下になるよ

うにすることで本の日焼けを防止します。

高効率な設備と再エネ活用の検討

木材活用による持続的地域循環

直射光の制御と図書の日焼け防止の検証

周辺の環境特性を考慮した上で、効果的な開

口部を設定した立面により開口率を 20% 以

下に抑制します。また、外皮の高断熱化を徹

底することで環境負荷を低減します。

構造はシンプルな鉄骨耐震壁付ラーメンとし

ます。長辺方向の耐震壁は西側外壁面とし、

短辺方向の耐震壁は、はなまきシェルフ部分

によって確保します。シェルフの耐震壁は地

域産木材で挟んで構成し、スパンの間に適宜

配置可能な柔軟性の高い計画とします。

効果的な開口部の設定と高断熱化

合理性と柔軟性の高い鉄骨造の採用


